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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項

①会計処理の方法の最近連結会計年度における

　方法との相違の有無

：　有

　（内容）法人税等の計上基準、その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便な手続きを

　　　　　用いております。

②連結及び持分法の適用範囲の異動の状況

　　連結　　（新規）１社

：　有

③公認会計士又は監査法人による関与の有無 ：　無

２．平成 16 年 6 月期第１四半期業績の概況（平成 15 年 6 月 21 日～平成 15 年 9 月 20 日）

（１）経営成績（連結）の進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （百万円未満切捨）

売　上　高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益
百万円　 　％ 百万円　 　％ 百万円　 　％ 百万円　 　％

16 年 6 月期第 1 四半期 6,392 － 135 － 131 － 51 －

15 年 6 月期第 1 四半期 － － － － － － － －

（参考）15 年 6 月期 31,517 1,785 1,736 687

（注） 四半期決算の開示は、当第１四半期より実施しておりますので、前年第１四半期の実績及び増減率は

　　　 記載しておりません。

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］

　当第 1 四半期のわが国経済は、景況感に多少の明るさは見えつつあるものの、本格的な景気の回復に

は未だ時間を要する状況にありました。このような状況下、当社グループのおかれた環境も依然として

厳しく、売上は一般文具、電子文具いずれも回復基調には至りませんでした。

　特に、売上面では、一般文具において新製品の次世代クリアーファイル「ヒクタス」を投入し、既存

市場の活性化を目指しておりますが、９月初旬の発売となったため売上効果は次期以降にずれこんでお

ります。又、電子文具においても家庭用テプラのラインアップの充実を図り、新たな購買層の獲得に注

力しておりますが、個人消費の伸び悩みの影響を克服できておりません。

　これらの結果、売上高は 63億 92百万円と計画を下回りましたが、経費節減の効果等により経常利益

は 1億 31百万円、当期純利益は 51百万円と概ね計画どおりとなりました。

（２）財政状態（連結）の変動状況

総　資　産 株 主 資 本 株主資本比率

百万円 百万円 　　　　　　％

16 年 6 月期第 1 四半期 26,605 17,940 67.4

15 年 6 月期第 1 四半期 － － －

（参考）15 年 6 月期 27,922 18,037 64.6

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

  財政状態は、前期末に比べ買掛金の減少等により、総資産額が 13 億 17 百万円減少した結果、株

主資本比率は 2.8 ポイント改善し 67.4％になりました。
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３．16 年 6 月期の業績予想（平成 15 年 6 月 21 日～平成 16 年 6 月 20 日）

売　上　高 経 常 利 益 当期純利益
百万円 百万円 百万円

中  間  期 14,600 480 230

通  　  期 33,000 2,000 1,070

（参考）1 株当たり予想当期純利益（通期） 　　66 円 83 銭

［連結業績予想に関する定性的情報等］

  第２四半期に入っている現時点において、売上の好転の兆しが見え始めているため、中間期及び通期

の業績予想の変更はいたしません。

※上記の業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報からの判断に基づき作成したもの

　であり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。


